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街づくり参画の歩み 

昭和 42～56 年 
昭和 59 年～ 

平成３年 
平成２年～４年 

都電車庫跡地再開発に当

たり、近隣町会と商店街が

連携して区施設の設置を

要望。 

地下鉄７号線開通に当た

り、利用者の利便性防災の

ために、当地区への出入り

口接地を要望。同時に地域

文化継承の視点から、駅施

設への染井吉野桜の展開

を要望。 

駒込橋の架け替えにあた

り、桜のデザインの導入

と、旧日光御成街道として

の歴史文化の継承を要望。 

   

ことぶきの家、児童館、保

育園、社会教育会館、図書

館、都営住宅、防災設備倉

庫、赤十字血液センター、

公園などを実現。 

当地区への地下鉄出入り

口を実現。地下鉄駅コンコ

ースに、桜をモチーフとし

た天井デザインを実現。 

橋の欄干部および歩道に

桜のデザインを展開。また

親柱にぼんぼりを再現す

ると同時に、歴史的資産と

して旧橋梁の一部を残存。 
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『
ど
う
し
て
都
営
住
宅
の
事
に
な
る
と
、
オ
セ
ッ
カ
イ
と
云
う

か
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
の
か
』
―
都
営
住
宅

住
居
者
― 

『
生
み
の
親
が
吾
が
子
を
見
守
る
の
は
当
然
の
こ
と
』
―
地
元

― 

と
か
く
都
営
住
宅
は
も
と
よ
り
旧
都
電
車
庫
跡
地
内
の
摩

擦
や
解
決
の
メ
ド
が
立
た
な
い
時
の
殺
し
文
句
で
す
。
つ
ま
り
、

我
が
町
会
内
は
跡
地
再
開
発
の
生
み
の
親
と
云
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
の
で
あ
り
、
現
在
も
諸
問
題
に
積
極
的
に
参
入
、
そ

こ
に
は
根
気
と
愛
情
の
親
の
世
界
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
世
紀
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
エ
ッ
ク
ス

は 

昭
和
42
年
に
逆
か
の
ぼ
り
ま
す
。 

当
時
都
電
が
交
通
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
都
財
政

の
累
積
赤
字
が
厖
大
で
、
特
に
都
交
通
局
は
そ
の
筆
頭
に
な
っ

て
お
り
、
都
電
撤
去
は
必
至
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
と
は
別
に
地
元
駒
込
に
お
い
て
も
問
題
・
課
題
が
山
積

し
て
、
豊
島
区
の
東
端
に
位
置
し
「
陽
い
づ
る
地
域
」
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
他
区
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
区
施
設
が
乏
し

く
、
か
ろ
う
じ
て
あ
っ
た
さ
く
ら
の
家
や
区
貸
金
庫
も
移
転
し

て
し
ま
う
有
様
で
、
優
秀
な
地
元
出
身
の
先
生
も
努
力
さ
れ
ま

し
た
が
、
用
地
不
足
等
々
で
名
案
が
な
く
、
お
年
寄
り
た
ち
は

飛
鳥
山
の
北
区
老
人
い
こ
い
の
家
に
出
か
け
、
子
供
達
は
児
童

館
、
図
書
館
を
求
め
て
文
京
区
へ
と
足
を
運
び
、
そ
れ
が
日
常

の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
あ
ま
ん
じ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
特
に
我
が
は
町
内
会
は
発
展
の
弊
害
に
な
っ
て
い
る

道
路
拡
幅
と
云
う
都
市
計
画
問
題
が
あ
り
、
戦
前
か
ら
の
深
刻

な
荷
物
を
背
に
の
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
都
電
が
無
く
な
り
そ
う
…
。
車
庫
跡
地
は
ど
う
な
る

の
か
…
。
地
元
に
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
か
…
。
都
区
施

設
、
緑
豊
か
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
お
年
寄
り
か
ら
ゆ
り
か

ご
ま
で
地
元
民
が
利
用
で
き
る
施
設
、
大
ホ
ー
ル
、
展
示
場
、

都
市
計
画
に
よ
る
蒸
発
商
店
の
救
済
と
商
店
街
の
整
備
等
。
夢

の
ま
た
夢
の
実
現
を
目
指
し
て
旗
揚
げ
を
見
る
の
で
あ
り
ま

す
。 
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駒
込
駅
前
通
り
商
店
街
は
昭
和
30
年
頃
、
国
鉄
駒
込
駅
に
お

い
て
北
口
閉
鎖
問
題
が
発
生
、
商
店
会
初
め
て
の
住
民
運
動
を

展
開
、
貴
重
な
経
験
を
得
ま
し
た
が
、
十
数
年
後
に
起
こ
っ
た

駒
込
都
電
車
庫
跡
地
問
題
は
東
京
都
と
豊
島
区
を
対
象
、
町
ぐ

る
み
の
地
域
再
開
発
で
駒
込
の
未
来
像
を
目
指
し
た
、
ま
さ
に

駒
込
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
エ
ッ
ク
ス

だ
っ
た
と
云
え
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
地
元
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
駒
込
の
一
等
地
を
地
域
の
お

年
寄
り
か
ら
お
子
さ
ん
ま
で
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
と
一
致
い
た
し
た
も
の
の
、
こ
の
雄
大
な
構
想
に
は
全

く
の
試
行
錯
誤
で
実
現
は
夢
の
ま
た
夢
物
語
の
観
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
で
恐
縮
な
の
で

す
が
、
筆
者
と
車
庫
の
係
わ
り
に
少
々
言
及
い
た
し
ま
す
と
、

こ
こ
は
少
年
時
代
に
よ
く
遊
ん
だ
秘
密
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
つ
ま

り
『
僕
の
ふ
る
里
』
な
の
で
あ
り
ま
す
。
戦
時
中
は
Ｂ
29
の
大

空
襲
に
よ
り
一
望
千
里
の
焦
土
に
泣
い
た
『
悲
し
い
ふ
る
里
』

も
知
っ
て
お
り
ま
す
。
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
往
き
か

う
人
も
ま
た
旅
人
な
り
。
な
つ
か
し
い
人
々
の
面
影
が
浮
か
び

ま
す
。
小
生
の
心
中
は
駒
込
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
愛
し
憂

い
幸
せ
を
祈
る
『
ふ
る
里
駒
込
人
間
』
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
こ
と
か
ら
恐
れ
も
知
ら
ず
無
我
の
境
地
で
参
画
。
自
分
の

頭
の
蠅
も
追
え
な
い
の
が
、
江
戸
っ
子
気
質
で
…
…
。
ま
ず
は

身
近
な
処
か
ら
と
、
敬
愛
し
て
お
り
ま
す
大
正
生
ま
れ
の
先
輩

諸
兄
に
相
談
、
惜
別
さ
れ
た
故
堀
川
孝
造
先
生
に
付
き
添
わ
れ

て
、
岩
間
守
造
氏
を
訪
問
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
お
願
い
い
た

す
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
忘
れ
も
し
な
い
昭
和
43
年

2
月
14
日
、
か
っ
ぱ
寿
司
さ
ん
の
二
階
で
二
十
名
の
有
志
が

集
ま
り
熱
心
に
討
議
、
さ
ら
に
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
2
月
19
日
、

都
市
計
画
路
線
内
会
員
の
集
い
。
3
月
11
日
、
商
店
会
全
大

会
と
拡
大
、
そ
の
際
商
店
会
サ
イ
ド
で
は
力
不
足
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
地
元
町
会
（
二
・
三
丁
目
）
に
も
呼
び
か
け
ご
協

力
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
4
月
21
日
、
歴

史
上
記
念
す
べ
き
日
が
到
来
。
『
都
電
駒
込
車
庫
跡
地
再
開

発
・
都
市
計
画
対
策
協
議
会
』
が
発
足
。
会
長
・
岩
間
守
造
、

副
会
長
・
比
米
良
平
（
二
丁
目
親
和
会
会
長
）、
須
江
伊
作
（
三
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（1947 年 8 月・国土地理院ホームページより） 

まだ焼け跡が残る駒込・都電車庫前に都電が 1 輌 

丁
目
町
会
会
長
）
、
事
務
局
長
に
小
生
原
口
時
夫
が
選
任
さ
れ
、

勇
躍
、
明
日
の
駒
込
を
目
指
し
、
大
き
な
大
き
な
希
望
を
持
っ

た
第
一
歩
を
印
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
昭
和
46
年
に
都
電
廃
止
、
駒
込
車
庫
跡
地
は
48
年

に
処
分
計
画
が
で
る
に
お
よ
び
地
元
で
は
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を

地
元
発
展
に
結
ぶ
た
め
都
電
車
庫
跡
地
再
開
発
・
都
市
計
画
対

策
協
議
会
（
略
・
都
電
車
庫
跡
地
協
議
会
）
は
試
行
錯
誤
の
中
、

活
発
な
活
動
を
起
こ
し
故
花
山
や
す
し
さ
ん
を
通
し
て
“
己
を

知
り
相
手
を
知
る
”
東
京
都
・
豊
島
区
の
行
政
の
仕
組
み
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
で
し
た
。
（
※
当
時
は
行
政
は
遠
い
存

在
で
、
お
役
人
は
近
づ
き
が
た
い
偉
い
人
と
思
っ
て
い
た
） 

 

ま
ず
交
通
局
に
詳
し
い
巣
鴨
の
的
場
茂
先
生
を
尋
ね
、
そ
の

後
地
元
の
田
村
先
生
、
池
袋
の
矢
嶋
先
生
を
再
三
訪
問
、
地
元

の
意
思
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
は
請
願
書
（
紹
介
議
員
の
署
名

も
い
る
）
・
要
望
書
・
陳
情
書
・
要
請
書
ｅ
ｔ
ｃ
…
…
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
方
法
、
内
容
に
つ
い
て
議
論
続
出
、

数
回
に
亘
る
検
討
会
の
中
に
骨
格
が
作
ら
れ
、
先
ず
跡
地
（
一

二
、
三
七
七
平
方
米
・
三
、
七
四
四
坪
）
が
民
間
用
地
に
売
却

さ
れ
る
こ
と
が
一
番
の
ガ
ン
（
当
時
美
濃
部
都
政
と
し
て
都
赤

字
財
政
解
消
の
た
め
都
有
地
売
却
の
構
想
も
あ
っ
た
）
と
言
う

こ
と
で
、
『
都
内
拠
点
地
域
の
近
代
的
再
開
発
は
私
達
都
民
の

強
く
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
…
…
』
の
前
文
か
ら
な
る
請
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（1975 年 1 月・国土地理院ホームページより） 

都電車庫は撤去され空き地に・都バスが数台駐車 

六興ビル脇の坂道はまだない 

願
書
を
作
り
、
都
市
計
画
放
射
10
号
線
の
計
画
実
施
に
伴
い
移

転
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
人
達
の
代
替
地
、
駅
前
広
場
、
公
園
の

設
置
・
東
北
側
斜
面
の
立
体
的
公
園
化
・
公
共
施
設
等
、
豊
島

区
当
局
と
充
分
協
議
の
こ
と
、
地
域
住
民
と
も
よ
く
協
議
す
る

こ
と
ｅ
ｔ
ｃ
…
…
、
こ
れ
を
都
知
事
、
都
議
会
議
長
、
都
交
通

局
宛
に
提
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
※
都
市
計
画
が
都
と
因

果
関
係
が
あ
り
都
と
交
渉
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
）
。
し

か
し
駒
込
都
電
跡
地
は
地
形
が
非
常
に
悪
く
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

を
持
ち
な
が
ら
放
射
10
号
道
路
に
面
し
た
開
口
は
僅
か
50
ｍ

足
ら
ず
で
巾
着
型
、
そ
し
て
東
北
部
は
ガ
ケ
に
な
っ
て
お
り
併

存
都
営
住
宅
の
一
階
を
商
店
に
し
て
も
大
通
り
に
面
す
る
部

分
が
少
な
い
た
め
、
地
元
で
は
中
央
広
場
を
十
分
に
と
っ
て
諸

施
設
を
奥
に
や
り
カ
ギ
の
手
に
施
設
を
作
り
商
店
コ
マ
数
を

で
き
る
だ
け
多
く
と
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
発

着
所
が
入
口
付
近
に
構
え
た
の
で
は
問
題
が
あ
り
す
ぎ
た
が
、

地
下
鉄
７
号
線
が
開
通
す
れ
ば
廃
止
さ
れ
よ
う
、
し
か
し
こ
の

跡
地
が
付
近
の
住
宅
密
集
地
と
近
接
し
て
い
る
た
め
当
時
注

目
の
日
照
権
が
か
ら
み
余
り
高
い
建
物
は
建
て
ら
れ
な
い
の

で
、
都
住
宅
局
で
は
二
百
な
い
し
三
百
の
都
住
を
建
て
ら
れ
れ

ば
精
一
杯
、
ま
た
採
算
を
と
る
た
め
に
コ
ス
ト
高
に
な
る
心
配

が
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
地
元
の
総
意
を
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ま
と
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
の
中
に
都
バ
ス

車
庫
跡
が
仄
聞
さ
れ
地
元
で
は
愕
然
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
フ

ァ
イ
ト
満
々
早
速
、
バ
ス
車
庫
反
対
運
動
を
は
な
ば
な
し
く
展

開
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

た
だ
ち
に
『
バ
ス
車
庫
反
対
』
の
請
願
書
を
昭
和
44
年
2
月

東
京
都
議
会
に
提
出
、
吉
報
を
待
ち
望
ん
で
い
た
処
、
駒
込
都

電
車
庫
地
内
の
資
材
置
場
空
地
に
都
バ
ス
が
十
数
台
入
っ
て

い
る
の
を
目
撃
し
、
こ
の
ま
ま
見
過
ご
す
と
本
当
に
バ
ス
車
庫

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
煽
る
の
で
あ
り
ま
す
。
調

査
し
た
と
こ
ろ
都
電
19
系
統
（
王
子
～
日
本
橋
）
廃
止
後
は
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
衣
替
え
さ
れ
百
四
十
台
の
都
バ
ス
を
収

容
し
ゲ
タ
バ
キ
型
都
営
住
宅
（
一
階
部
分
が
バ
ス
車
庫
、
上
層

部
は
住
宅
）
建
設
予
定
で
昭
和
47
年
度
を
目
途
に
営
業
し
よ
う

と
す
る
都
市
計
画
が
明
る
み
に
出
る
に
及
び
新
建
設
さ
れ
た

品
川
駅
そ
ば
の
都
バ
ス
車
庫
併
合
の
都
営
住
宅
を
視
察
し
た

が
、
な
に
も
駒
込
駅
に
隣
接
し
た
一
等
地
に
公
害
の
元
凶
に
な

り
か
ね
な
い
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
持
ち
込
ま
な
く
て
も
よ
い

の
に
と
大
反
対
と
な
り
、
世
論
に
訴
え
同
運
動
を
盛
り
上
げ
る

た
め
「
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
公
害
と
騒
音
か
ら
駒
込
を
守
ろ
う
」

と
都
電
車
庫
周
辺
を
重
点
と
し
た
立
看
板
に
よ
る
実
力
行
使

作
戦
を
展
開
す
る
の
で
し
た
。
白
地
に
鮮
や
か
な
黒
と
赤
字
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
大
型
看
板
を
車
庫
前
歩
道
橋
上
に
設
置
い

た
し
た
と
こ
ろ
、
都
交
通
局
駒
込
営
業
所
所
長
他
数
名
の
職
員

が
飛
び
出
し
て
着
て
、
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
撤
去
を
迫
り
地
元

と
の
間
で
こ
ぜ
り
あ
い
、
都
労
連
も
圧
力
を
か
け
る
始
末
で
大

変
緊
張
し
た
長
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
に
提
出
し
た
請
願
書
が
採
択
さ
れ
る
に
及
び
8
月

頃
に
は
地
元
要
望
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
気
運
が
見
え
現
状
が

変
化
を
き
た
し
、
地
元
は
同
跡
地
利
用
方
法
、
つ
ま
り
基
本
計

画
策
定
を
す
べ
く
大
事
な
段
階
が
近
づ
い
て
着
た
こ
と
を
知

る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
い
よ
い
よ
都
方
針
に
よ
る
都
電
19

番
線
が
昭
和
46
年
3
月
18
日
に
廃
止
の
運
び
と
な
り
、
明
治

36
年
1
月
25
日
に
日
本
橋
～
万
世
が
営
業
開
始
、
本
郷
三
丁

目
が
明
治
37
年
1
月
15
日
、
追
分
町
が
大
正
2
年
3
月
15
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日
、
駒
込
橋
が
大
正
6
年
6
月
4
日
、
そ
し
て
駒
込
駅
前
が

大
正
11
年
4
月
10
日
、
飛
鳥
山
が
大
正
12
年
4
月
15
日
、

王
子
が
大
正
14
年
4
月
17
日
と
チ
ン
チ
ン
電
車
、
市
電
、
都

電
と
時
代
と
と
も
に
名
称
も
変
わ
り
遂
に
サ
ヨ
ナ
ラ
19
番
線

を
惜
し
む
パ
レ
ー
ド
を
最
後
に
花
電
車
が
別
れ
を
告
げ
た
の

で
し
た
。
（
駒
込
営
業
所
は
昭
和
14
年
4
月
15
日
に
開
設
） 

 

さ
て
、
都
電
の
響
き
も
忘
れ
が
ち
に
な
る
頃
、
巨
大
な
電
車

格
納
庫
群
も
車
両
も
諸
施
設
も
逐
次
解
体
さ
れ
都
電
の
悲
し

い
声
を
聞
く
思
い
の
夏
草
茂
る
都
電
車
庫
跡
地
と
な
る
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
今
度
は
文
京
に
あ
る
向
ヶ
丘
高
校
の
代
替

地
と
し
て
の
陳
情
に
よ
る
動
き
を
知
り
再
び
反
対
阻
止
に
色

め
く
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

最
近
仄
聞

そ
く
ぶ
ん

す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
都
立
向
ヶ
丘
高
校

の
校
地
買
収
に
と
も
な
う
代
替
地
と
し
て
駒
込
都
電
車
庫
跡

地
を
利
用
す
る
と
い
う
運
動
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
…
と

の
書
き
出
し
で
駒
込
地
元
再
開
発
案
を
丁
寧
に
記
し
た
陳
情

書
を
都
交
通
局
長
宛
に
提
出
、
突
然
ふ
っ
て
わ
い
た
外
部
要
因

に
よ
る
土
地
利
用
計
画
で
大
変
気
を
揉
む
こ
と
で
し
た
が
、
幸

い
都
議
の
矢
嶋
先
生
か
ら
の
連
絡
で
、
い
ち
早
く
手
を
打
つ
こ

と
が
出
来
る
と
共
に
学
校
側
陳
情
の
不
採
択
の
報
に
胸
を
な

で
お
ろ
す
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
頃
、
大
塚
都
電
車
庫
跡
地

再
開
発
の
説
明
会
が
区
立
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
（
46
年
8
月
）
東
京
都
住
宅
局
及
び
豊
島
区
企
画
室
か
ら

ほ
ぼ
最
終
案
と
思
わ
れ
る
構
想
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
公
共
施

設
の
少
な
い
大
塚
地
区
に
ぜ
ひ
目
玉
商
品
が
欲
し
い
と
い
う

地
元
の
熱
意
が
実
っ
て
東
京
都
・
豊
島
区
の
公
共
施
設
を
含
む

14
階
建
て
の
高
層
都
営
住
宅
四
百
五
十
六
戸
を
作
り
保
育

園
・
児
童
館
・
社
会
教
育
館
・
老
人
い
こ
い
室
・
文
化
ホ
ー
ル

（
三
百
人
収
容
）
分
譲
商
店
（
六
百
五
十
万
円
）
東
京
都
第
四

建
設
事
務
所
等
の
計
画
が
示
さ
れ
、
そ
の
反
面
豊
島
郵
便
局
の

設
置
は
地
元
の
反
対
で
取
り
や
め
た
と
の
具
体
的
な
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
構
想
は
駒
込
都
電
車
庫
跡

地
に
類
似
点
が
多
々
あ
り
、
早
速
大
塚
の
商
店
街
に
出
向
き
賛

成
、
反
対
の
聞
き
取
り
調
査
等
も
い
た
し
ま
し
た
が
駒
込
で
も
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説
明
を
受
け
た
方
が
良
い
と
考
え
『
区
構
想
を
聞
き
地
元
の
要

望
を
聞
か
せ
る
つ
ど
い
』
と
銘
打
っ
て
区
当
局
に
も
お
願
い
い

た
し
、
地
元
区
議
の
花
山

寧
や
す
し

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
て

開
催
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
特
筆
し
た
い
の
は
区

の
説
明
役
の
大
役
を
果
た
さ
れ
た
企
画
室
長
は
、
前
豊
島
区
長

の
加
藤
一
敏
さ
ん
で
広
報
課
長
の
矢
野
正
道
さ
ん
も
参
加
し

苦
労
話
も
交
え
た
大
塚
構
想
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

駒
込
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
都
と
区
の
現
在
の
考
え
方
を
伺

い
一
喜
一
憂
、
大
塚
構
想
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
よ
り
熱
心
な
質
疑
応
答
、
深
み

を
増
し
た
討
議
が
行
わ
れ
、
こ
の
や
り
取
り
が
歴
史
を
変
え
る

請
願
書
の
下
地
と
な
り
紆
余
曲
折
の
中
に
も
大
変
役
立
つ
の

で
し
た
。
平
成
6
年
薫
風
5
月
駒
込
駅
北
口
広
場
で
、
青
年

部
企
画
の
『
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
完
成
イ
ベ
ン
ト
』
恒
例

の
さ
つ
き
祭
に
引
き
続
い
て
の
”
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ー
ル
“
『
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
の
大
横
断
幕
の
も
と

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に
お
招
き
し
た
加
藤
一
敏
区

長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
花
束
贈
呈
等
を
行
い
ま

し
た
が
、
都
電
車
庫
再
開
発
生
み
の
親
で
あ
る
区
長
さ
ん
の
心

情
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
感
慨
無
量
の
ほ
ほ
え
み
、
子

供
の
成
長
に
あ
た
た
か
な
眼
な
ざ
し
、
目
も
と
が
大
変
美
し
く

印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。 

    

平
成
十
三
年
七
月 

原
口 

時
夫 
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（2007 年 4 月 2 日）都営駒込住宅・JR 駒込駅・山手線 

・
補
記 

都
電
駒
込
車
庫
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
建
物

は
、
都
営
駒
込
住
宅
（
約
二
百
戸
）
以
外
に
、
豊
島
区
文

化
創
造
館
・
豊
島
区
区
民
ひ
ろ
ば
駒
込
・
豊
島
区
駒
込
図

書
館
・
豊
島
区
駒
込
第
三
保
育
園
・
日
本
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
５
軒
の
商
店
が
入
居
。 

建
設
以
後
三
十
数
年
た
ち
、
平
成
27
年
度
に
は
住
宅
及

び
商
店
以
外
の
施
設
は
一
年
を
か
け
大
規
模
改
修
を
行

う
。 
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